
生
糸
輪
出
と
日
本
の
経
済
発
展

山
　
澤
　
逸
　
平

　
生
糸
輸
出
は
日
本
の
経
済
発
展
に
お
い
て
戦
略
的
役
割
を
果
し
た
。
一
八
五
九
年
の
開
港
以
来
、
生
糸
は
も
つ
と
も
重
要
な
輸
出
品
で

あ
っ
て
、
発
展
初
期
の
旺
盛
な
輸
入
需
要
を
賄
な
う
主
要
な
外
貨
供
給
源
で
あ
っ
た
。
生
糸
輸
出
が
ヨ
ー
・
ッ
バ
の
蚕
病
や
米
国
の
絹
業

の
発
展
等
の
外
部
の
有
利
な
輸
出
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
生
糸
輸
出
を
日
本
の
ス
テ
ー
プ
ル
輸
出
と
し
て
見
る
論
者
も
あ

る
。
こ
れ
は
一
面
で
は
正
し
い
が
、
他
面
生
糸
生
産
の
工
業
生
産
的
特
徴
を
重
視
す
る
と
、
む
し
ろ
今
日
流
行
の
輸
出
志
向
的
工
業
化
の

適
例
と
も
見
な
し
う
る
。
こ
の
観
点
か
ら
現
在
の
発
展
途
上
諸
国
か
ら
も
こ
の
問
題
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
小
論
で
は
対
米
輸

出
に
焦
点
を
あ
て
て
、
日
本
の
生
糸
輸
出
の
成
長
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
を
分
析
し
、
日
本
の
経
済
発
展
へ
ど
の
よ
う
な
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
か
を
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調
べ
た
い
。
さ
ら
に
そ
の
結
果
は
日
本
の
初
期
の
輸
出
関
数
で
従
来
睡
昧
に
残
さ
れ
て
い
た
部
分
の
解
明
に
役
立
と
う
。
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本
の
経
済
発
展

五
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ン
ト
に
急
増
し
、
一
九
〇
〇
年
代
半
ば
に
は
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
米
国
向
け
で
あ
っ
た
。

始
ま
り
、
急
速
に
増
加
し
た
が

糸
や
絹
織
物
の
輸
出
が
少
量
に
止
ま
っ
た
の
は
一
つ
に
は
米
国
の
関
税
構
造
に
依
っ
て
い
る
。

の
に
対
し
て
絹
織
物
の
従
価
税
率
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト

五
八

　
生
糸
輸
出
は
当
時
蚕
病
の
た
め
原
料
不
足
に
悩
ん
で
い
た
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
絹
織
物
業
者
か
ら
の
強
い
需
要
に
応

え
て
始
ま
っ
た
。
絹
類
の
輸
出
は
図
－
に
示
さ
れ
て
い
る
。
絹
生
産
工
程
は
左
記
の
よ
う
に
四
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

一
八
六
〇
年
代
後
半
で
は
蚕
卵
紙
及
び
繭
の
輸
出
は
絹
類
輸
出
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
た
が
、
そ
の
後

減
少
し
て
一
八
八
五
年
頃
ま
で
に
は
ご
く
少
量
に
な
っ
て
い
る
。
絹
は
も
っ
ぱ
ら
生
糸
の
形
で
輸
出
さ
れ
た
の
で

あ
っ
て
、
　
一
八
七
〇
1
一
九
〇
五
年
間
に
生
糸
輸
出
額
（
円
表
示
）
は
年
率
八
・
七
バ
ー
セ
ン
ト
で
増
加
し
つ
づ

け
た
。
こ
の
期
間
内
に
生
糸
輸
出
価
格
（
円
表
示
）
は
年
率
二
ニ
ズ
ー
セ
ン
ト
で
上
昇
し
た
か
ら
、
生
糸
輸
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
リ
ニ

量
は
年
率
六
・
五
バ
ー
セ
ン
ト
で
伸
ぴ
た
こ
と
に
な
る
。

　
一
八
七
〇
年
代
後
半
か
ら
米
国
が
大
生
糸
輸
入
国
と
し
て
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
米
国
内
の
絹
織
物
業
の
急
速

な
発
達
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
七
〇
年
代
半
ば
に
は
日
本
の
生
糸
輸
出
の
ほ
ん
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
が
米
国

向
け
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
の
割
合
は
一
八
八
O
年
代
初
期
に
は
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
後
半
に
は
五
〇
バ
ー
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
方
絹
織
物
輸
出
は
一
八
八
O
年
代
後
半
か
ら

　
　
　
、
高
々
生
糸
輸
出
の
三
分
の
一
程
度
で
あ
る
。
絹
糸
輸
出
は
少
量
で
無
視
し
て
よ
い
。
生
糸
に
比
ぺ
て
絹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
八
三
年
の
関
税
法
で
生
糸
は
無
税
な
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3
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、
絹
糸
の
そ
れ
は
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。



図1　絹類の輸出額（当年価格，百万円，7ヶ年移動平均値）
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日
本
の
生
糸
輸
出
は
一
九
世
紀
に
お
け
る
新
大
陸
諸
国
の
ス
テ

ー
プ
ル
輸
出
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
時
ヨ
ー
・
ッ
パ
旧

大
陸
の
需
要
に
応
え
て
新
大
陸
諸
国
の
小
麦
、
羊
毛
等
の
一
次
産

品
が
輸
出
さ
れ
、
そ
の
急
速
な
増
加
が
こ
れ
ら
諸
国
の
経
済
発
展

　
　
　
　
（
4
）

を
主
導
し
た
。
事
実
、
日
本
の
生
糸
輸
出
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
で

ス
テ
ー
プ
ル
輸
出
に
類
似
し
て
い
る
。
第
一
に
生
糸
は
資
源
賦
存

に
乏
し
い
日
本
が
自
国
内
で
生
み
出
し
う
る
数
少
な
い
特
産
品
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
第
二
に
生
糸
輸
出
は
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
蚕
病
や
米

国
の
絹
織
物
業
の
発
展
と
い
っ
た
有
利
な
海
外
市
揚
条
件
に
恵
ま

れ
た
。
第
三
に
生
糸
輸
出
は
外
貨
の
主
要
供
給
源
と
し
て
発
展
の

初
期
の
必
要
輸
入
を
賄
な
っ
た
。
総
輸
入
額
に
対
し
て
絹
類
輸
出

額
は
一
八
八
○
年
に
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
九
〇
〇
年
で
も
二
八

パ
ー
セ
ン
と
高
い
。

　
絹
は
贅
沢
品
的
特
徴
を
も
つ
と
こ
ろ
か
ら
、
絹
に
対
す
る
国
内

需
要
は
限
ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
生
糸
生
産
の
大
き
な
割
合
が
輸

出
向
け
で
あ
っ
た
。
一
八
七
九
－
八
一
年
に
は
国
内
生
産
の
五
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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表1米国の生糸輸入市揚に占める主要の国の

　シェア　　　　　　　　　　　　　　　（％）

　　　　　Japan　　　Chlna　　　　Italy　　France

1870－　　71　　　　110　　　　　　28，5　　　　　　　－　　　　　　　71

1879－　 81　　　28．6　　　　54．7　　　　 01　　　　 96
1889－　　91　　　　53，9　　　　　　22．1　　　　　　16．5　　　　　　　44

1906－1908　　　　565　　　　　　　18．7　　　　　　　2三．8　　　　　　　3．0

数量にもとづいて算出
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六
〇

パ
ー
セ
ン
ト
が
輸
出
さ
れ
、
こ
の
比
率
は
一
九
〇
〇
年
に
は
四
分
の
三
に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
日
本

の
生
糸
輸
出
増
加
は
単
に
有
利
な
海
外
需
要
因
に
恵
ま
れ
た
か
ら
ば
か
り
で
は
な
い
。
生
糸
は
実
質
的

に
半
工
業
品
で
あ
っ
て
、
そ
の
比
較
優
位
は
養
蚕
業
の
み
で
な
く
、
低
賃
金
コ
ス
ト
・
労
働
生
産
性
上

昇
・
機
械
化
等
の
加
工
工
程
か
ら
も
生
み
だ
さ
れ
た
。
そ
し
て
対
米
輸
出
増
加
も
単
に
米
国
の
輸
入
需

要
の
増
加
だ
け
で
な
く
、
中
国
産
・
イ
タ
リ
ヤ
産
生
糸
と
の
競
争
の
結
果
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
．

こ
の
意
味
で
は
現
在
発
展
途
上
諸
国
の
経
済
発
展
戦
略
の
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
輸
出
志
向
型
工
業
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4

の
先
例
と
見
な
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三

か
け
て
急
速
に
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
、

化
が
あ
る
。
撚
糸
工
程
や
織
布
工
程
で
手
動
式
か
ら
蒸
気
機
関
式
へ
の
転
換
の
よ
う
な
技
術
進
歩
が
行
な
わ
れ
、

費
需
要
が
高
ま
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
よ
り
良
質
・
均
質
の
生
糸
を
必
要
と
し
た
。

件
に
も
っ
と
も
適
合
し
て
い
た
が
、

も
小
さ
か
っ
た
。

　
生
糸
輸
出
増
加
の
中
心
で
あ
っ
た
対
米
輸
出
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
調
べ
て
み
よ
う
。
表
－
は
米
国

市
揚
で
の
主
要
輸
出
国
の
シ
ェ
ア
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。
日
本
産
生
糸
は
一
八
七
〇
ー
八
○
年
代
に

　
中
国
産
生
糸
と
入
れ
替
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
シ
ェ
ア
変
化
の
底
に
は
米
国
の
需
要
パ
タ
ー
ン
の
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
広
巾
織
物
へ
の
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ー
・
ッ
パ
産
の
機
械
製
糸
が
こ
の
需
要
条

　
し
か
し
そ
の
輸
出
供
給
は
労
働
コ
ス
ト
の
上
昇
な
し
で
は
実
現
せ
ず
、
米
国
市
揚
で
の
シ
ェ
ア
拡
大
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経
済
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図2　ニューヨーク市揚　主要輸出国生糸価格

　
日
本
で
は
一
方
で
は
伝
統
的
な
座
繰
機
が
改
良
さ
れ
、

他
方
機
械
製
糸
技
術
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
導
入
さ
れ
、

日
本
式
に
同
化
さ
れ
て
、
急
速
に
座
繰
製
糸
を
凌
駕
し

た
。
総
生
産
に
占
め
る
機
械
製
糸
の
シ
ェ
ア
は
一
八
九

〇
年
に
は
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
、
一
九
〇
〇
年
代
半
ば

に
は
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。
機
械
製
糸
の
大
部

分
は
輸
出
さ
れ
た
か
ら
、
生
糸
の
総
輸
出
に
占
め
る
機

械
製
糸
の
シ
ェ
ア
は
一
八
九
〇
年
代
半
ば
で
七
〇
パ
ー

セ
ン
ト
、
一
九
〇
〇
年
代
初
期
で
九
〇
バ
ー
セ
ン
ト
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
中
国
の
生
糸
生
産
者
は

長
く
伝
統
的
な
座
繰
機
に
依
存
し
、
機
械
製
糸
技
術
の

導
入
が
遅
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
図
2
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
揚
で
の
日
本
・
中
国
・

イ
タ
リ
ア
産
生
糸
の
輸
入
単
価
の
推
移
を
示
し
て
あ
る
。

三
系
列
と
も
同
じ
よ
う
な
年
々
の
変
化
を
示
し
、
か
つ

長
期
的
に
は
顕
著
な
上
昇
な
い
し
は
下
降
傾
向
は
見
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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二

さ
れ
な
い
。
イ
タ
リ
ア
産
生
糸
の
価
格
が
も
っ
と
も
高
く
、
つ
ぎ
が
日
本
産
で
、
中
国
産
生
糸
は
も
つ
と
も
低
価
格
で
あ
っ
た
。
た
だ
日

本
生
糸
価
格
が
後
に
イ
タ
リ
ア
生
糸
価
格
に
近
づ
い
て
い
く
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
価
格
の
変
化
は
上
述
の
シ
ェ
ア
変
化
と
ど
う
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
イ
タ
リ
ア
産
生
糸
は
全
部
機
械
製
糸
と
見
な
し
う

る
が
、
中
国
産
及
び
日
本
産
生
糸
は
座
繰
製
糸
と
機
械
製
糸
の
両
方
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
単
価
系
列
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
厳

密
な
価
格
分
析
は
不
可
能
だ
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
推
論
が
で
き
よ
う
。
三
国
の
単
価
が
年
々
同
調
的
な
動
き
を
見
せ
る
の
は
、
座
繰
・
機

械
製
糸
と
も
に
比
較
的
標
準
化
さ
れ
て
お
り
、
市
揚
で
単
一
の
価
格
し
か
成
立
し
な
い
と
し
よ
う
。
三
国
の
供
給
条
件
の
変
化
は
価
格
面

で
は
な
く
、
数
量
面
に
シ
ェ
ア
の
変
化
と
し
て
現
わ
れ
る
。
図
2
の
単
価
は
座
繰
・
機
械
製
糸
単
価
の
加
重
平
均
で
あ
る
か
ら
、
三
国
間

の
単
価
格
差
は
三
国
か
ら
の
生
糸
輸
入
の
中
で
の
座
繰
・
機
械
割
合
の
相
違
を
反
映
し
て
い
る
。
日
本
の
機
械
製
糸
生
産
が
急
速
に
拡
大

し
た
こ
と
が
、
一
方
で
は
米
国
市
揚
で
の
日
本
の
シ
ェ
ア
拡
大
を
も
た
ら
し
、
他
方
で
は
生
糸
輸
出
中
で
の
機
械
製
糸
割
合
の
拡
大
を
通
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6
）

じ
て
日
本
の
平
均
単
価
を
他
の
二
国
の
そ
れ
に
比
し
て
引
き
上
げ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四

前
節
の
推
論
を
シ
ェ
ア
分
析
に
よ
っ
て
確
か
め
う
る
。
日
本
の
対
米
輸
出
（
X
）

の
積
で
表
わ
す
と
、

　
　
歯
”
の
・
鳶

　
0
、
－
時
点
間
の
輸
出
増
加
は
つ
ぎ
の

三
項
に
分
解
さ
れ
る
。

を
米
国
の
総
輸
入
（
躍
）
と
そ
こ
で
の
シ
ェ
ア
（
S
）

（】



表2　日本の対米生糸輸出のシェア分析

品本騰国刻量李秘輸出肋霰効剰シ・ア効果交又効果

生
糸
輸
出
と
日
本
の
経
済
発
展

1876－　80

1881－　85

1886－　90

1891－　95

1896－1900

1901－　05

1906－　10

　385

1，285

2，429

3，815

4，017

7，030

11pO72

1，874

3，507

5，193

7，175

9，383

14，241

19，645

5
／
Q
8
2
R
V
4
4

｝蜘

｝1翅

／聯

／㎜

｝郡

｝卿

　335

　618
（54。0）

　927
（66．9）

1，174

（581，2）

2ρ80
（69，0）

2，667

（66，0）

　302

　355
　（31，1）

　332
　（24、o）

　一743

（一3680）

　615
　（20、4）

　997
　（24・7）

　263

　171
　（14．9）

　127
　（9，2）

　一229

（一1132）

　318
　（10．6）

　378
　（94）

注＝単位は1000封度．（）内は％，
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表4　日本の対米生糸輸出のシェア分析（座繰糸）
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N
）

　
右
辺
の
第
－
項
は
シ
ェ
ア
不
変
の
ま
ま
で
輸
入
需
要
が
増
加
し
た
需
要
効
果

で
あ
り
、
第
2
項
は
輸
入
需
要
不
変
の
ま
ま
で
シ
ェ
ア
が
拡
大
し
た
シ
ェ
ア
効

果
で
あ
る
。
第
3
項
は
両
者
の
交
叉
項
で
あ
り
。
そ
の
大
き
さ
は
前
2
項
に
依

存
す
る
か
ら
、
シ
ェ
ア
分
析
で
は
第
1
、
2
項
を
対
比
す
れ
ば
よ
い
。
表
2
は

日
本
の
対
米
生
糸
輸
出
に
つ
い
て
鋤
式
を
適
用
し
た
結
果
で
あ
る
。
短
期
変
動

を
除
く
た
め
に
、
五
年
間
隔
で
五
ケ
年
平
均
値
を
と
っ
て
い
る
。

　
米
国
の
生
糸
輸
入
は
五
年
間
に
平
均
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
弱
の
伸
び
率
で
増
加

し
、
し
か
も
日
本
の
シ
ェ
ア
は
前
半
の
一
五
年
間
に
二
〇
↓
五
三
パ
ー
セ
ン
ト

に
急
増
し
て
い
る
が
、
一
八
九
〇
年
代
半
ば
の
縮
小
も
含
め
て
後
半
で
は
伸
び

悩
み
と
な
っ
て
い
る
。
全
期
間
を
通
じ
て
日
本
の
輸
出
増
加
の
三
分
の
二
は
需

要
効
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
シ
ニ
ア
効
果
は
初
期
に
大
き
い
の
み
で
、
一
八

九
〇
年
代
半
ぱ
に
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
、
需
要
効
果
を
相
殺
し
て
い
る
。

　
同
様
の
分
析
を
機
械
製
糸
・
座
繰
糸
に
分
け
て
試
み
た
の
が
表
3
、
4
で
あ



」

る
。
機
械
製
糸
で
は
需
要
効
果
が
よ
り
強
く
現
わ
れ
る
。
米
国
の
輸
入
需
要
は
五
ケ
年
間
で
平
均
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
率
で
増
加
し
た
。

日
本
の
シ
ェ
ア
は
始
め
の
甲
○
年
で
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
か
ら
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
は
横
這
い
で
あ
り
、
九
〇
年

代
後
半
で
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
。
日
本
の
輸
出
増
加
へ
の
寄
与
は
需
要
効
果
が
支
配
的
で
あ
る
。
他
方
座
繰
製
糸
の
方
は
逆
に
輸
入
需

要
自
体
が
一
八
八
○
年
代
か
ら
ほ
と
ん
ど
横
這
い
で
あ
る
。
日
本
の
シ
ェ
ア
は
一
八
八
○
年
代
に
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
が
、
そ
の

後
は
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
低
下
し
た
た
め
、
日
本
の
輸
出
は
絶
対
量
で
減
少
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　
以
上
の
シ
ェ
ア
分
析
か
ら
出
て
く
る
も
の
は
、
機
械
製
糸
の
輸
出
増
加
で
の
需
要
効
果
の
大
き
さ
で
あ
る
。
シ
ェ
ア
効
果
は
初
期
に
限

ら
れ
、
さ
ら
に
一
八
九
〇
年
代
後
半
に
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
シ
ェ
ア
効
果
が
0
で
も
、
総
輸
入
増
加
と
同
率
で
自
国

の
輸
出
を
増
加
さ
せ
る
に
は
競
争
力
を
維
持
し
な
が
ら
輸
出
供
給
の
拡
大
が
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五

　
こ
こ
で
為
替
相
揚
の
間
題
に
触
れ
よ
う
。
一
八
九
七
年
の
金
本
位
制
移
行
ま
で
日
本
の
対
外
取
引
は
銀
貨
（
貿
易
銀
）
に
よ
っ
て
行
な

わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
一
九
世
紀
未
欧
米
の
主
要
国
が
金
本
位
制
に
移
行
す
る
の
に
つ
れ
て
銀
価
が
低
落
し
、
そ
れ
に
伴
な
っ
て
日
本
の

円
の
為
替
相
場
は
こ
れ
ら
金
本
位
国
通
貨
に
対
し
て
低
下
し
て
い
っ
た
。
金
本
位
制
移
行
前
の
一
〇
年
間
に
円
の
対
米
ド
ル
相
揚
は
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

三
・
ニ
バ
ー
セ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
為
替
相
揚
低
下
が
日
本
の
輸
出
増
加
を
促
進
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
円
相

揚
低
下
は
上
述
の
生
糸
輸
出
増
加
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
米
国
市
揚
で
の
競
争
相
手
国
の
う
ち
イ
タ
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
は
金
本
位
国
で
あ
っ
た
か
ら
、
日
本
は
そ
れ
ら
に
対
し
て
有
利
に
な
っ
た
と
は
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
主
要
競
争
相
手
国
の
中

　
　
　
　
　
生
糸
輸
出
と
日
本
の
経
済
発
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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六
六

国
は
銀
本
位
国
で
あ
り
、
日
本
が
金
本
位
制
移
行
後
も
銀
本
位
を
続
け
た
か
ら
、
銀
価
低
落
に
よ
っ
て
日
本
の
生
糸
輸
出
が
有
利
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
（
8
）

た
と
は
言
え
な
い
。
先
の
シ
ェ
ア
分
析
で
も
、
円
相
揚
低
下
の
著
る
し
か
っ
た
時
に
日
本
の
シ
ェ
ア
が
増
大
し
て
い
る
証
拠
は
見
出
せ
な

か
っ
た
。

　
こ
の
一
見
矛
盾
し
て
い
る
諸
現
象
を
統
一
的
に
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
つ
ぎ
の
仮
説
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
銀
価
低
落
は
一
部
の
生
糸

輸
出
国
に
有
利
に
働
ら
い
て
そ
の
米
国
市
揚
で
の
シ
ェ
ア
を
増
加
さ
せ
た
と
い
う
よ
り
も
、
日
本
・
中
国
産
生
糸
の
ド
ル
表
示
の
輸
出
供

給
価
格
を
引
き
下
げ
て
、
米
国
市
揚
で
の
生
糸
価
格
を
引
き
下
げ
、
そ
れ
を
通
じ
て
絹
織
物
価
格
を
引
き
下
げ
、
絹
織
物
需
要
の
拡
大
、

そ
こ
か
ら
誘
発
さ
れ
る
生
糸
輸
入
需
要
を
拡
大
し
た
。
す
な
わ
ち
銀
価
低
落
は
シ
ェ
ア
効
果
に
現
わ
れ
る
よ
り
も
需
要
効
果
に
現
れ
た
と

考
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
仮
説
を
実
証
す
る
た
め
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
輸
入
需
要
関
数
、
輸
出
関
数
を
推
定
し
て
み
よ
う
。
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こ
こ
で
盟
は
米
国
生
糸
輸
入
量
、
X
は
日
本
の
対
米
生
糸
輸
出
量
、
y
は
米
国
の
絹
織
物
需
要
を
決
定
す
る
所
得
変
数
、
馬
は
米
国
で

の
生
糸
価
格
、
乃
は
日
本
生
糸
の
米
国
で
の
価
格
、
P
は
米
国
の
一
般
物
価
水
準
で
あ
る
。

　
個
式
は
米
国
の
生
糸
輸
入
が
米
国
の
所
得
と
生
糸
の
相
対
価
格
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
正
確
に
は
米
国
の
絹

織
物
消
費
が
所
得
と
絹
織
物
の
相
対
価
格
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
し
た
方
が
よ
い
。
し
か
し
米
国
は
生
糸
を
輸
入
し
て
絹
織
物
を
国
内

生
産
し
た
か
ら
、
絹
織
物
需
要
か
ら
の
派
生
需
要
と
し
て
生
糸
輸
入
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
先
の
仮
説
を
実
証
す
る
に
は
個
式
の
価
格



表5　生糸輸出関数の推定結果（線型対数の最小自乗推定）：1869－1910

κ　1定数項I　y　I　Ps／p　I　E2　1∂，躍∂，pv，

1．49

0．61

1）．砂，

067

0，76

（3ユ） 09347 0．9268 一1，1445 ．9498

（20，60） （3、72）

（32）寧 11．0703 0．8405 一2．1219 ．9774

（21．56） （6，68）

X 定　数　項 κ P」1PS R2

（4） 0．0007 1．7003 0．5138 ．8273

（11，24） （o，92）

X1κ 定　数　項 P」ノPs

（5） 0．3516 16467 ，1434

（261）

生
糸
輸
出
と
日
本
の
経
済
発
展

寧　3年移動平均植系列．

項
の
係
数
碗
が
負
で
統
計
的
に
有
意
な
値
を
も
つ
こ
と
を
示
し
、
か
つ
馬
の
変
化
に

銀
価
低
落
が
寄
与
し
た
こ
と
を
示
せ
ば
よ
い
。
推
定
結
果
に
も
と
づ
い
て
所
得
効
果

と
価
格
効
果
と
比
較
し
、
銀
価
低
落
の
寄
与
の
相
対
的
重
要
性
を
知
る
こ
と
も
で
き

る
。　

四
式
と
㈲
式
と
は
日
本
の
対
米
輸
出
関
数
で
あ
っ
て
、
側
は
そ
の
絶
対
量
が
米
国

の
輸
入
量
と
日
本
産
生
糸
の
相
対
価
格
（
米
国
の
平
均
輸
入
価
格
に
対
す
る
比
）
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
㈲
式
は
日
本
の
シ
ェ
ア
が
相
対
価
格
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
表
5
は
圖
1
㈲
式
を
線
型
対
数
型
の
最
小
自
乗
推
定
し
た
結
果
を
要
約
し
た
も
の

で
あ
る
。
③
の
第
2
式
は
年
次
系
列
の
代
り
に
三
ヶ
年
移
動
平
均
値
を
用
い
て
推
定

し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
y
に
は
米
国
の
絹
織
物
生
産
量
を
、
P
に
は
米
国
の
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

物
価
指
数
を
と
っ
て
い
る
。
個
式
は
い
ず
れ
も
所
得
、
価
格
と
も
に
正
し
い
符
号
で

有
意
で
あ
る
。
三
ヶ
年
移
動
平
均
値
デ
ー
タ
に
よ
る
方
が
価
格
弾
力
性
が
二
倍
に
高

ま
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
れ
は
価
格
効
果
が
短
期
変
動
面
で
よ
り
も
長
期
ト
レ
ン

ド
と
し
て
働
ら
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
他
方
回
式
で
は
価
格
弾
力
性
が
正
で
非

有
意
で
あ
り
、
㈲
式
で
は
価
格
弾
力
性
は
有
意
だ
が
正
で
あ
る
。
回
、
㈲
式
で
い
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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れ
も
正
し
い
価
格
効
果
が
え
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
先
に
図
2
で
示
し
た
よ
う
に
輸
入
単
価
は
機
械
製
糸
と
の
加
璽
平
均
値
で
あ
っ
て
、

そ
れ
に
も
と
づ
く
相
対
価
格
の
実
現
値
は
シ
ェ
ア
の
変
化
と
直
接
に
は
結
ぴ
つ
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
叫
、
樹
式
を
機
械
製
糸
と
座
繰
糸

と
に
分
け
て
推
定
す
れ
ば
、
負
の
有
意
な
価
格
弾
力
性
が
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
機
械
製
糸
と
座
繰
糸
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

信
頼
し
う
る
相
対
価
格
は
利
用
で
き
な
い
し
、
ま
た
圖
式
を
座
繰
糸
と
機
械
製
糸
に
分
け
て
行
な
う
意
味
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
他
方
㈲
式
の
価
格
効
果
が
有
意
で
あ
る
こ
と
は
、
先
に
述
ぺ
た
わ
れ
わ
れ
の
仮
説
を
支
持
し
て
い
る
。
対
数
線
型
の
（
3
・
1
）
式
を

時
間
に
つ
い
て
微
分
す
る
と
各
変
数
の
成
長
率
間
の
関
係
が
え
ら
れ
る
。

　
　
　
爵
“
ρ
。
ま
。
。
噂
1
一
。
ゑ
（
勘
枯
）

　
描
却
枯
に
一
八
八
七
i
九
七
年
間
の
平
均
年
変
化
率
（
四
・
五
八
及
ぴ
マ
イ
ナ
ス
ニ
・
九
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
代
入
す
る
と
、
第
一

項
は
四
・
二
四
、
第
二
項
は
三
二
一
…
に
な
る
。
す
な
わ
ち
所
得
効
果
と
並
ん
で
価
格
効
果
も
米
国
の
輸
入
増
加
に
か
な
り
寄
与
し
た
こ

と
が
示
さ
れ
る
。

　
他
方
金
本
位
制
移
行
前
の
こ
の
一
〇
年
間
に
円
相
揚
は
一
〇
〇
円
あ
た
り
七
七
ド
ル
か
ら
四
九
ド
ル
ま
で
年
平
均
四
・
五
ニ
バ
ー
セ
ン

ト
低
下
し
て
い
る
。
日
本
の
生
糸
輸
出
価
格
で
米
国
市
揚
で
の
輸
入
単
価
を
代
表
さ
せ
れ
ぱ
、
日
本
の
輸
出
価
格
（
円
表
示
）
の
対
米
国

一
般
物
価
比
（
ド
ル
表
示
）
は
差
引
き
逆
に
一
・
六
一
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
も
し
銀
貨
低
落
が
な
け
れ
ぱ
、

米
国
市
揚
で
の
生
糸
の
相
対
価
格
は
む
し
ろ
割
高
（
一
・
六
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
な
っ
て
、
米
国
の
生
糸
輸
入
増
加
は
実
際
の
三
分
の
一

程
度
に
抑
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
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以
上
の
分
析
で
は
日
本
の
生
糸
輸
出
価
格
の
動
き
を
外
部
か
ら
所
与

と
し
て
き
た
。
し
か
し
価
格
の
動
き
の
裏
に
は
供
給
条
件
の
変
化
が
あ

り
、
そ
れ
を
正
当
に
評
価
す
る
に
は
需
給
均
衡
モ
デ
ル
が
必
要
で
あ
る
。

図
3
は
日
本
の
対
米
生
糸
輸
出
増
加
に
寄
与
し
た
諸
要
因
を
整
理
し
て

例
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
左
側
の
亀
、
鞠
は
二
つ
の
競
争
輸
出
国
の
長

期
輸
出
供
給
曲
線
を
表
わ
し
、
S
は
そ
の
合
計
の
総
供
給
を
表
わ
す
。

輸
入
市
場
で
の
短
期
需
要
曲
線
玩
と
の
交
点
易
で
初
め
の
均
衡
が
成
立

し
て
い
る
。
今
所
得
増
加
に
よ
っ
て
病
が
易
に
シ
フ
ト
す
る
と
、
市
揚

で
の
均
衡
点
は
鰯
に
移
る
。
こ
の
時
両
国
と
も
輸
出
を
増
加
す
る
が
、

そ
の
増
加
（
恥
瓦
、
恥
恥
）
分
は
長
期
供
給
弾
力
性
の
大
小
に
よ
っ
て

異
な
る
。
ヨ
i
・
ッ
パ
の
生
糸
産
出
国
に
比
し
て
日
本
の
長
期
供
給
弾

力
性
が
大
き
か
っ
た
た
め
に
、
同
じ
米
国
の
輸
入
需
要
増
加
に
対
し
て

日
本
が
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
且
、
B
両
国

と
も
輸
出
供
給
価
格
は
等
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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つ
ぎ
に
議
論
を
右
側
に
移
し
て
為
替
相
揚
低
落
の
効
果
を
見
て
み
よ
う
。
今
五
、
β
両
輸
出
国
と
も
銀
本
位
国
、
輸
入
国
は
金
本
位
国

と
す
る
と
、
銀
貨
低
落
は
両
輸
出
国
の
為
替
相
揚
を
引
下
げ
、
供
給
曲
線
を
σ
ヘ
シ
フ
ト
さ
せ
る
。
均
衡
点
は
現
に
移
る
。
輸
入
増
加
砺

の
の
う
ち
、
先
の
輸
入
関
数
で
推
定
し
た
所
得
効
果
は
砺
α
、
価
格
効
果
は
砧
礒
で
表
わ
さ
れ
よ
う
。
も
し
為
替
相
揚
の
低
下
が
な
け
れ

ば
マ
イ
ナ
ス
の
価
格
効
果
が
所
得
効
果
の
一
部
を
相
殺
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
日
本
の
対
米
生
糸
輸
出
増
加
を
も
た
ら
し
た
の
は
ま
ず
米
国
で
の
絹
織
物
消
費
増
加
か
ら
誘
発
さ
れ
た
生
糸
需
要
の
増
加
に
あ
っ
た
。

し
か
し
中
国
、
イ
タ
リ
ア
等
に
比
し
て
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
え
た
の
は
、
日
本
国
内
で
の
生
糸
生
産
の
拡
大
と
技
術
進
歩
で
あ
り
、
日
本
の

長
期
供
給
弾
力
性
を
高
め
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
日
本
経
済
の
イ
ン
フ
レ
的
成
長
の
中
で
生
糸
価
格
（
円
表
示
）
も
上
昇
し
た
が
、
銀

価
低
落
に
よ
る
円
相
揚
の
低
下
は
そ
れ
を
補
な
っ
て
余
り
あ
り
、
む
し
ろ
輸
出
先
で
の
市
揚
価
格
を
引
下
げ
た
。
銀
価
低
落
は
金
本
位
国

の
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
に
比
し
て
日
本
を
対
米
輸
出
競
争
上
有
利
に
し
た
が
、
主
要
輸
出
競
争
相
手
の
中
国
も
銀
本
位
国
で
あ
っ
た
か

ら
、
銀
価
低
落
に
よ
る
シ
ェ
ア
拡
大
効
果
は
小
さ
か
っ
た
。
銀
価
低
落
は
む
し
ろ
市
揚
価
格
を
引
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
輸
入
増
加
を
促

進
し
た
の
で
あ
っ
た
。

七

　
生
糸
輸
出
は
一
九
世
紀
後
半
の
日
本
の
総
輸
出
の
大
き
な
割
合
を
占
め
た
か
ら
、
上
述
の
分
析
は
、
未
だ
十
分
な
検
討
が
終
っ
て
い
な

い
こ
の
時
期
の
輸
出
関
数
推
定
の
問
題
に
も
光
を
投
じ
よ
う
。
こ
の
期
間
の
輸
出
関
数
の
計
測
例
は
少
な
い
が
、
建
元
・
馬
揚
［
1
］
及

び
山
沢
［
5
］
を
表
6
に
ま
と
め
た
。
い
ず
れ
も
輸
出
を
外
国
の
所
得
効
果
と
相
対
価
格
の
価
格
項
と
に
よ
っ
て
説
明
す
る
輸
出
需
要
関
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数
で
あ
る
。
建
元
・
馬
揚
［
－
］
は
特
に
初
期
に
お
い
て
は
両
大
戦
間
期
に
比
し
て
所
得
効
果
が
大
き
い
反
面
、
価
格
効
果
は
非
有
意
で

あ
る
と
し
、
こ
の
期
間
の
輸
出
が
も
っ
ぱ
ら
世
界
貿
易
の
拡
大
に
伴
な
っ
て
増
加
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
山
沢
［
5
］
の
個
式
も
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
し
か
し
世
界
貿
易
増
加
と
日
本
の
輸
出
増
加
と
の
相
関
が
低
い
こ
と
、
及
び
圃
式
で

所
得
効
果
の
他
に
時
間
趨
勢
項
を
入
れ
た
揚
合
の
方
が
よ
り
よ
い
結
果
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
純
な
所
得
効
果
よ
り
も
、
輸
出
供
給
力
の

持
続
的
増
大
と
い
っ
た
国
内
要
因
の
重
要
性
を
示
唆
し
た
。
こ
れ
を
実
証
す
る
に
は
よ
り
適
切
な
関
数
型
を
見
つ
け
だ
す
必
要
が
あ
る
が
、

た
だ
こ
れ
ま
で
の
い
ず
れ
の
推
定
結
果
で
も
価
格
効
果
は
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
な
い
。
だ
が
こ
の
期
間
の
輸
出
増
加
に
つ
い
て
も
価

格
効
果
の
重
要
性
を
主
張
す
る
論
者
も
い
る
。
篠
原
［
2
］
は
戦
前
期
日
本
の
経
済
成
長
に
お
け
る
輸
出
の
役
割
を
重
視
す
る
輸
出
主
導

型
成
長
説
の
中
で
こ
の
期
の
輸
出
増
加
を
も
た
ら
し
た
主
要
因
と
し
て
銀
価
低
落
を
上
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
生
糸
輸
出
と
日
本
の
経
済
発
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一



表7　絹業の重要性（工業生産中に占める％）

一
橋
大
学
研
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報

生　産　額

　　　（1go9）

　　　　140

　　　　34，8

工　業　数

1902　　　　1907

328　　　25．0

26．8　　　　31．7

就業者数
1902　　　　1907

289　　268
31．8　　　　34．7

製　糸　業

その他繊維産業

資料：揖西［7］．
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七
二

　
生
糸
輸
出
に
つ
い
て
の
表
5
の
推
定
結
果
は
こ
の
問
題
の
解
決
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。
表
5
の
四
式
は

通
常
の
輸
出
需
要
関
数
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
価
格
効
果
は
有
意
で
は
な
く
、
生
糸
輸
出
の
価
格
効
果
は
個

式
の
輸
入
関
数
の
形
を
と
っ
て
始
め
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
貿
易
価
格
デ
ー
タ
の
限
界
に
留
意
し

た
、
別
の
定
式
化
の
必
要
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

八

　
生
糸
輸
出
は
外
貨
獲
得
に
は
主
要
な
役
割
を
果
し
た
が
、
輸
出
面
で
の
圧
倒
的
重
要
性
に
比
ぺ
る
と
日
本

経
済
の
工
業
化
に
与
え
た
直
接
的
衝
撃
は
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
ま
ず
絹
が
贅
沢
品
で
あ

っ
て
内
需
の
規
模
が
限
ら
れ
、
輸
出
依
存
を
高
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
が
上
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
そ
の

生
産
が
労
働
集
約
的
で
あ
る
た
め
に
比
較
的
大
き
な
労
働
雇
用
を
吸
収
し
た
が
、
そ
の
伝
統
的
生
産
組
織
や

小
規
模
生
産
の
故
に
生
産
性
上
昇
の
余
地
も
限
ら
れ
て
い
た
。
表
7
に
示
す
よ
う
に
工
業
生
産
成
長
へ
の
貢

献
も
比
較
的
小
さ
か
っ
た
。

　
技
術
進
歩
の
面
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
機
械
製
糸
技
術
は
一
八
七
〇
年
代
始
め
に
政
府
に
よ
っ
て
導
入

さ
れ
た
。
新
技
術
の
習
得
は
ヨ
ー
・
ッ
・
ハ
製
輸
入
機
械
を
備
え
た
官
営
工
揚
で
行
な
わ
れ
た
が
、
輸
入
機
械

が
高
価
な
た
め
広
く
使
わ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
新
機
械
が
民
間
企
業
に
ま
で
広
ま
っ
た
の
は
新
し
機

械
を
日
本
の
情
況
に
同
化
さ
せ
て
、
鉄
製
部
分
を
木
で
代
用
し
た
り
、
銅
を
陶
磁
に
替
え
、
蒸
気
エ
ン
ジ
ン



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

を
部
分
的
に
人
力
に
変
え
る
等
の
工
夫
が
行
な
わ
れ
て
入
手
し
や
す
く
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
絹
業
が
伝
統
的
生
産
組
織
を
基

盤
と
し
て
規
模
の
経
済
も
限
ら
れ
て
い
た
た
め
に
他
の
製
造
業
へ
の
直
接
的
連
関
効
果
も
小
さ
か
っ
た
。
日
本
の
怪
工
業
化
の
中
心
的
役

割
を
演
じ
た
の
は
、
近
代
的
生
産
方
法
を
採
用
し
、
大
規
模
経
済
も
実
現
し
え
た
綿
工
業
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
農
業
へ
の
衝
撃
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
よ
う
。
生
糸
輸
出
の
成
長
は
養
蚕
の
急
速
な
拡
大
を
誘
発
し
た
が
、
そ
れ
は
初
期
の
農

業
の
中
で
も
っ
と
も
進
歩
的
部
門
で
あ
っ
た
。
養
蚕
の
生
産
物
の
成
長
率
は
一
八
八
○
ー
一
九
〇
〇
年
の
間
に
年
率
一
一
丁
九
パ
ー
セ
ン
ト
、

一
九
〇
〇
1
一
九
二
〇
年
間
に
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
の
米
の
生
産
の
増
率
は
O
・
九
と
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

っ
た
。
生
糸
．
絹
業
の
発
展
は
米
作
に
不
適
な
地
域
の
農
業
に
は
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
養
蚕
の
シ
ェ
ア
は
総
農
業
生
産
額
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

高
さ
一
〇
1
一
五
バ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
て
、
　
一
九
二
〇
年
代
以
降
は
逓
減
し
て
い
っ
た
。

　
結
局
生
糸
輸
出
が
初
期
の
日
本
経
済
成
長
に
及
ぼ
し
た
衡
撃
は
も
っ
ぱ
ら
輸
出
増
加
に
よ
る
外
貨
獲
得
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
（
1
）
　
本
稿
は
筆
者
が
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
主
催
の
国
際
会
議
「
ア
ジ
ア
の
工
業
化
戦
略
」
（
一
九
七
四
年
一
〇
月
）
に
提
出
し
た
論
文
（
＜
甲

　
　
　
　
ヨ
農
聖
く
騨
口
O
］
）
の
一
節
を
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
本
研
究
に
あ
た
っ
て
一
橋
大
学
・
大
学
院
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賞
富
・
り
o
ヨ
ー
象
δ
旨
α
q
2
蔓
o
－

　
　
　
　
ヨ
犀
”
に
資
料
蒐
集
・
計
算
の
面
で
助
力
を
え
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　
（
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本
稿
で
使
用
す
る
生
糸
輸
出
に
関
す
る
統
計
数
字
は
目
β
客
ぐ
o
ヨ
壁
の
助
力
を
得
て
公
表
統
計
そ
の
他
か
ら
蒐
集
・
整
理
し
た
も
の

　
　
　
　
で
あ
る
。
詳
細
は
2
貯
o
ヨ
犀
騨
〔
§
〕
参
照
。
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3
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寓
器
o
昌
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］
参
照
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馬
場
・
建
元
［
9
］
参
照
。

　
　
　
（
5
）
　
よ
り
詳
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な
議
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に
つ
い
て
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く
帥
ヨ
器
攣
毒
ロ
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参
照
。
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（
6
）
　
も
ち
ろ
ん
機
械
製
糸
の
中
で
も
品
質
差
は
あ
り
、
す
ぺ
て
単
一
価
格
で
取
引
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
三
国
間
の
価
格
差
に
も
機
械
製
糸

　
内
で
の
品
質
差
、
価
格
差
が
反
映
さ
れ
て
い
よ
う
。
し
か
し
生
糸
の
内
で
も
っ
と
も
大
き
い
価
格
差
、
品
質
差
が
あ
っ
た
の
は
機
械
製
糸
と
座

　
繰
糸
の
間
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
具
体
的
数
字
と
し
て
、
一
八
九
九
年
に
お
け
る
機
械
製
糸
と
座
繰
糸
の
一
貫
あ
た
り
単
価
は
六
九
・

　
一
二
円
と
五
六
・
五
九
円
で
あ
っ
た
。
篠
原
n
3
］
参
照
。

（
7
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篠
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［
2
］
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建
元
［
1
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、
U
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畠
≦
o
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は
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（
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［
4
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五
二
二
ぺ
ー
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指
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あ
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。

（
9
）
　
⑬
式
に
つ
い
て
は
こ
の
他
に
r
と
し
て
米
国
の
個
人
消
費
支
出
を
と
っ
た
も
の
も
推
定
し
た
。
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な
お
一
八
七
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年
代
か
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急
増
し
た
米
国
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要
の
成
長
パ
タ
ー
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学
習
効
果
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